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研究と現実

―パラオでのフィールドワークの旅路―

岡　野　美　桜 *

フィールドワークの記憶

最後にパラオでフィールドワークを行なっ

たのは昨夏から秋のことである．時間も経っ

てしまい，こぼれ落ちた記憶の方が多い．そ

して，ポジティブな情報よりもネガティブな

方が必要であると判断する脳の仕組みゆえか

もしれないが，大変だったことを多く覚えて

いる．

パラオで調査をしてきたと言うと，ほぼ必

ず「パラオはどうだった？」と聞かれるの

で，そのたびに「楽しかったよ，海が綺麗

だった」ととりあえずの返事をしている．楽

しい思いをさせてもらったのも，海が綺麗で

印象に残っているのももちろん事実である

が，実際にはそのような一言に収まる日々で

はなかった．よそ者である私が，そこで出

会った実にさまざまな人々に助けられお世話

になりながら，なんとか過ごした 3ヵ月間

であった．そのため，都合の良い部分だけ切

り取ってあたかも充実した時間を過ごして成

果を得たといった記述をすることには抵抗が

ある．そこで，あえて大変だったことから書

き始める．

パラオでの予測不能な日々

パラオは太平洋にある面積 459平方キロ

メートルほど，人口約 1万 8,000で，386も

の島で構成される国である．多くの人々は都

市で公務員などとして働いたり，村で農業を

営んだりしている．ダイビングなどの観光目

的で日本から訪れる人も少なくない．

同国での滞在の始まりは，予想がつかない

ことばかりであった．首都はマルキョクにあ

るが，商業・行政・教育などの都市機能はコ

ロールにある．そこでまず，コロールで長期

滞在するための宿泊場所を探すことになっ

た．物価の高い同国において長期滞在に向い

たホテルはなく，そしていわゆる不動産屋も

ない．そのためカウンターパートである地域

短期大学の方からの紹介を受けて，空き部屋

を探し，オーナーに交渉しに行くしかなかっ

た．つまり，日本で家を探すときのようにあ

らかじめ選択肢があって，そこから条件で

絞っていくような段取りではなく，あちこち

を回り，口コミでたどり着いた貴重な物件に

決めることになった．

1年を通して平均 28°C前後と気温の高い

パラオでは，学校や店に入るとエアコンが効

いていて寒いくらいであるが，それは電気代
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を施設が負担しているからできることであ

る．電気代が高いため，かならずしも家にエ

アコンがあるわけではなく，あったとしても

長時間つけているわけにはいかない．私もそ

の例外ではなく，エアコンをつけるとデポ

ジット制の電気がすぐになくなるので，寝る

前には消していて，夜中に蒸し暑さで起きる

のが定番であった．また水の確保も重要で

あった．日中は喉が渇くし，料理にも使うの

で，5Lの大きいペットボトルをスーパーで

買って，いつもそれをぶら下げて帰り道を歩

くのは一苦労であった．

ここまで，衣食住で苦労した話をしてし

まったが，良いこともあった．まず服につい

てだが，パラオは常夏なので Tシャツにズ

ボンという服装で過ごせる．日本だと四季の

移ろいに伴い身だしなみも移行しないといけ

ないが，やらなくてよいなら衣替えをしない

ほうが便利であることはひとつの気づきで

あった．それから，パラオは食材の多くを輸

入に頼っているため食べ物の選択肢も限られ

ているが，それも良かった．私は食べること

が好きなので，いつも食べ過ぎになるほどの

量と種類に手を伸ばしてしまうが，あとに

なってそれを後悔することもあった．むしろ

選択肢が限られて判断回数が減ると，ストレ

スが少ないということに気がついた．

苦労して出会った住まいが，海際にあった

ことはありがたかった（写真 1）．そこでは

潮の満ち引きが感じられるし，船をつけて家

から直接釣りに出ることもできた．家にいて

も感じる潮風と眺める水平線は，心地を良く

してくれた．パラオにいて，ないものねだり

の思考をしていたこともあったが，あるもの

を確認して過ごすと心が軽くなった．

現地調査の実際

現地調査に行くというのは簡単だが，あら

ゆる場面において，大学側のサポートや渡航

先で出会った人々の度重なる手助けがあって

こそ成り立つものである．また，長期で渡航

するというのは，研究の世界においてもなか

なかできることではなく，学生ゆえの特権で

ある．そのような貴重な機会であるが，不安

を抱えながらの調査もしばしばある．旅行と

は訳が違い，すでに書いたように段取りが

整っていることは少ない．たとえば移動につ

いてである．パラオには電車やバスなど，公

共交通機関がない．移動手段といえば，徒歩

か自家用車かの 2択といっても過言ではな

写真 1　海際の家からみる眺め
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い．最近，観光客用のバスが都市部を走るよ

うになったと聞いたが，公共交通機関といえ

るのはせいぜいそれくらいであろう．政府が

運航する離島への定期船はあるが，その運航

スケジュールはまばらである（写真 2）．乗

ろうとしていた船はしばしば欠航し，次の便

が 1週間後だったこともある．出発日時も

頻繁に変わるし，ようやく乗っても，1時間

半と聞いていたところ 4時間くらい波に揺

られていたこともあった．このような交通事

情であるから，陸地を移動しようとしたら，

車を運転してくれる誰かを頼ることになる

し，海を移動しようとしたら，船を出す誰か

に便乗する形になる（写真 3）．

また，用意してきた研究計画を実行するた

めには，準備が滞在期間の大半を占める．計

画上はインタビューを行なうの一言に過ぎな

いが，実際には場所を探して，そこに私が訪

問して大丈夫かを確認して，それから協力し

てくれる人を探して，その人が調査対象とし

て妥当であるかを確認して，調査内容の説明

をして相手から同意を得て，質問項目と進め

方を再三確認して，ようやくインタビューを

始められる．やると決めたことをやるだけな

のに，それが結構難しいのである．日本にい

てもある程度難しいであろうに，それを慣れ

ない環境でやろうとするからさらに難しさを

感じる．都市コロールだけでなく，同国北部

のカヤンゲル環礁や，南部のアンガウル島

（写真 4）でも調査を行ない，そのたびに同

じ苦労をした．しかし，どの調査地を思い出

しても，大変だった記憶と共に手伝ってくれ

た人の顔が浮かんでくる．

計画どおりにいかないことを楽しんでいる

写真 2　定期船乗り場で待つ人々 写真 3　ボートで移動中の景色
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こともあるが，どうしようと狼狽えているこ

との方が多かった．しかし，ここで気がつい

たことがある．不確定な未来に不安や心配を

抱えて過ごすのも別に悪くないということで

ある．うまくいかなかったときのことを心配

しつつも，何かしらの情報を掴み，なんとか

するという見込みで動き，やがて調査を完了

するのである．そして，動いていれば助けて

くれる人にも出会える．こうして，いつもと

違う場所で，思いどおりに進まないと感じつ

つも，やれることをなんとかやって日々を過

ごした．

研究と実存の問い

このように，フィールドワークで直面する

予想外の出来事や，そこで出会う人々との関

わりの中で，自分が何をしているのか，何を

目指しているのかという疑問が何度も浮かん

だ．しかしながら，実存主義を代表する哲学

者サルトルが「実存は本質に先立つ」と言っ

ているように，ひとまず生まれて人間として

存在している以上，あとは本質を形成してい

くのみである．今までやってきたように，や

れそうなことを見つけて，なんとかこなし続

けるというのもひとつの研究の在り方であ

る．研究には終わりがないという性質上，こ

のようにどこかに向かって走り続けること

が，私にとっての本質の形成である．進み続

けることで，いつか本質と言えるようなもの

を身につけたい．

同じ地面を走り続けるだけでなく，違う土

を踏むことで前に進めることもある．そう

やってまたパラオに行こうとしている．

写真 4　アンガウル島にて


